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R e p o r t & I n f o r m a t i o n
大学院博物館資料学の新設�

　本COEプログラムの拠点の一つである大学院歴史民俗資料学研究科のカリキュラムが、COEの採択および開設10周年
を契機に来年度（2004年4月1日）より大改訂される。1993年4月にわが国で最初の資料学研究科として誕生した本研究
科は、その教育方針の一つとして歴史民俗資料を専門的に扱える学芸員の育成を掲げた。今回のカリキュラム改訂では、

欧米のキューレーターやアーキビストと同等以上の能力と見識を有する研究者の育成を目指す。�

　改訂のポイントは、従来の「文献史料学」と「民俗民具資料学」の2つの研究分野に加え、「博物館資料学」を新設した
ことで、博士後期課程の場合、「博物館学特殊研究」はCOE特任教授、「博物館情報学特殊研究」と「博物館展示学特殊研
究」は、COE非常勤講師がそれぞれ担当する。これにより、博物館学関係のテーマで博士論文を提出することができる条
件が整った。併行して、必修科目の「国際理解」を新設し、ネイティブスピーカーによる語学教育を行う。世界的に活動

していくには、外国語能力の向上が必須であり、そのため、英語、中国語、日本語（外国人留学生対象）の3語学を開講す
る。�

　新カリキュラムは、世界水準の研究者の育成、ならびにその裾野としての幅広い専門的職業人の養成を目標とする本COE
プログラムの研究内容と連動するものである。�
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講師� 山本　幸司�

教授� 三鬼　清一郎�

教授� 田島　佳也�

教授� 中島　三千男�

教授� 中村　政則�

■2004年度  歴史民俗資料学研究科歴史民俗資料学専攻　博士後期課程　教育課程表（2004年度の入学者から適用）�
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4民俗資料学特殊研究Ⅰ�
4民俗資料学特殊研究Ⅱ�
4民俗資料学特殊研究Ⅲ�
4民具資料学特殊研究�

●太字（博物館資料学・国際理解）が新設科目。�

●文献史料学・民俗民具資料学・博物館資料学の三研究分野の科目選択は�

　受講者がそれぞれの研究テーマに応じて組み立てる。�

※2004年度休講�

※� 4比較民俗学特殊研究�
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教授� 香月　洋一郎�

教授� 川田　順造�

教授� 河野　通明�

教授� 佐野　賢治�

教授� 小馬　徹�
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4博物館学特殊研究�

4博物館歴史資料学特殊研究�

4博物館民俗資料学特殊研究�

4文書館資料学特殊研究�

4博物館情報学特殊研究�
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博物館展示学特殊研究�

教授� 田上　繁�

COE特任教授�

教授� 福田　アジオ�

教授� 橘川　俊忠�
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2003年度　神奈川大学21世紀COEプログラム外部評価�
■実施日：2004年2月21日（土）�
■会　場：横浜キャンパス21号館�
　　　　　3階　304会議室�

2月21日、本学21世紀COEプログラムの
外部評価委員である、静岡大学情報学部、

八重樫純樹教授および国立歴史民俗博物館

常光徹助教授による、本年度の外部評価が

実施された。�

教授� 廣田　律子�


